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当センターでは、建設事業に係るニューフロンティア開発技術、メカトロニクス、環境保全等の先端技術で、調査・設計・施工・維
持管理等の技術、機械・設備・材料等の開発・利用技術を対象に審査証明を行っています。
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表-1 現場打ちボックスカルバートと PPCa ボックスカルバートの施工期間の比᠋ 

ᆔ К 施工期間 比 ྙ 

現場打ちボックスカルバート 94 ଐ 100Ჟ 

PPCa ボックスカルバート 60 ଐ 64Ჟ（36Ჟ短縮） 

PPCa ボックスカルバートのᢘ用வˑを表-2 にᅆします。なお、ᢘ用வˑのᛇኬは২ᘐݙ௹ᚰଢإԓをƝӋༀくƩさい。 

表-2  PPCa ボックスカルバートのᢘ用வˑ 
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図-7 現場打ちボックスカルバートの施工概要図 

図-8 PPCa ボックスカルバートの施工概要図 
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（2） 施工性（ͭͮ͘）
　現場打ちボックスカルバートとPPCaボックスカルバートの施工性（①型枠および支保工の低減、②施工期間の36Ჟ短縮）の比᠋

̊（内幅7᳧g内᭗5�2᳧gࡨᧈ1�᳧とした場合）を図-7と図-8、および表-1にᅆします。
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PPCaボックスカルバートの概要（Partial PreCast Box Culvert）PPCaボックスカルバートの概要（Partial PreCast Box Culvert）

　PPCaボックスカルバートは、現場打ちボックスカルバートの側壁および頂版を部分的にプレキャスト部材へ置き換え

たボックスカルバート（図-1、図-2）の構築工法です。底版（現場打ち）上にユニット化した中空のプレキャスト側壁

部材（写真-2）を段積みし、最上段にプレキャスト門形部材（図-3）を設置した後、中空部に中詰めコンクリートを打

設することで構築します。なお、プレキャスト部材には軸方向鉄筋、配力鉄筋、および幅止め筋（写真-1）があらかじ

め内蔵されています。

PPCaボックスカルバートの概要
　PPCaボックスカルバートは、軸方向鉄筋どうしの接合にモルタル充填継手を使用します。底版（現場打ち）または先

行して設置したプレキャスト側壁部材の上部に突出した軸方向鉄筋が、ユニット化したプレキャスト側壁部材の下部に

内蔵したモルタル充填継手のスリーブ内へ挿入されるように据え付けます（写真-3）。その後、モルタル充填継手のス

リーブ内にモルタルを充填することで軸方向鉄筋どうしを接合します（図-4）。なお、継手は塑性ヒンジ区間を含め、

同一断面に配置した場合でも、実大試験によって地震時の安全性が確認されています。

プレキャスト部材の接合方法

審査証明の内容

PPCaボックスカルバートの特徴

ハンチ筋 

軸方向鉄筋 

（1） 耐荷力
　PPCaボックスカルバートは、現場打ちコンクリートで構築したボックスカルバートと比べて同等またはそれ以上

の耐荷力と変形能を有しており、断面諸元を変更しないため、現場打ちボックスカルバートから本工法への変更には

構造計算が不要です。

（1） 耐荷力
　現場打ちボックスカルバートにより製作した実大試験体（写真-4）とPPCaボックスカルバートにより製作した

実大試験体（写真-5）の地震時を模した正負交番載荷試験により、両者の曲げ耐力、初期剛性、塑性後の変形能、

および破壊状況を確認しました。その結果、PPCaボックスカルバートは、現場打ちボックスカルバートと同等、ま

たはそれ以上の曲げ耐力と変形能を有し、初期剛性も同等であることが確認されました（図-5、図-6）。

（2） 施工性
　プレキャスト部材を部分的に用いることで、現場作業の省人化、工期短縮、および安全性の向上をはかることが

でき、頂版の構築にプレキャスト門形部材（図-3）を採用することで、支保工を使用することなく頂版を構築する

ことができます。
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図-1 PPCa ボックスカルバートの概要図 

（中詰めコンクリート打設前） 

写真-1 プレキャスト側壁部材 写真-2 ユニット化したプレキャスト側壁部材 

図-2 中詰めコンクリート打設後 

図-3 プレキャスト門形部材 

写真-3 プレキャスト部材の接合状況 
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図-4 プレキャスト部材の接合方法 
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（2） 施工性
①　型枠および支保工の低減

現場打ちボックスカルバートとPPCaボックスカルバートの施工概要図（図-7、図-8）から、PPCaボックス

カルバートが現場打ちボックスカルバートと比べて、支保工および型枠を低減できることが確認されました。

②　施工期間の短縮

現場打ちボックスカルバートとPPCaボックスカルバートの施工フローおよび工程表から、PPCaボックスカ

ルバートが現場打ちボックスカルバートと比べて、現場での施工期間を短縮できることが確認されました。
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図-6 荷重－変位関係（PPCa ボックスカルバート） 
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図-5 荷重－変位関係（現場打ちボックスカルバート） 

写真-4 現場打ちボックスカルバート 
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